
令 和 2 年 7 月 7 日
農 林 水 産 省プレスリリース

福島県原子力被災12市町村の営農再開の加速化に向けて
「市町村を越えた広域的な高付加価値産地構想」を公表しま
す

農林水産省は、福島県の原子力被災12市町村の営農再開の加速化に向けた広域的な高付加価値
産地構想を取りまとめましたので公表いたします。

1.経緯

東京電力福島第一原子力発電所事故により避難指示等があった福島県の原子力被災12市町村（田
村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村
及び飯舘村）は、事故から9年以上を経ても、なお営農の再開率が事故前の約3割にとどまってい
ます。

農林水産省では、営農再開の加速化を図るため、福島県、農業者団体等関係機関、12市町村への
進出に関心のある実需者及び学識経験者との意見交換を経て、需要の高い農産物等の生産・出荷
や加工等の付加価値を創出する取組を、市町村を越えて広域的に進める産地の将来像について取
りまとめました。

2.概要

（1）拠点となる加工施設等を核にした取組

・広域JAと米飯加工業者が連携し、中食・外食用の米を広域的かつ長期契約で生産する産地

・国産需要が高い加工・業務用野菜を地域内で生産から加工まで一貫して行う産地

・国内で原料が不足する加工用かんしょを大規模に生産する産地

（2）阿武隈地域など中山間地での展開を見据えた取組

・広域的な共同輸送でコストと品質を両立する切り枝産地

・大規模酪農牧場や肉用牛繁殖施設を核に生乳生産量を確保しつつ繁殖基盤を強化する福島県産
牛の地域内一貫生産体制

3.今後の予定

福島県、市町村、JA等関係機関、実需者等と具体化に向けた取組を推進。
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市町村を越えた広域的な高付加価値産地構想について
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パ
ッ

ク
ご

飯
製

造
】

農
業

者

倉
庫

個
⼈

乾
燥

貯
蔵

産
地

A

連
携

に
よ

る
⻑

期
・

安
定

的
な

販
路

を
確

保

育
苗



○
⺠

間
事

業
者

の
協

⼒
を

得
て

、
冷

凍
・

加
⼯

品
を

周
年

出
荷

○
将

来
的

に
は

輸
出

の
取

組
も

視
野

○
た

ま
ね

ぎ
の

⽪
剥

き
の

ほ
か

、
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
等

を
⼀

次
加

⼯
・

冷
凍

加
⼯

、
貯

蔵
に

よ
り

、
実

需
者

向
け

に
加

⼯
材

料
を

提
供

。

＜
必

要
な

こ
と

＞
○

帰
還

農
家

の
取

り
込

み
・

⽣
産

者
の

確
保

○
作

業
機

の
導

⼊
（

移
植

機
・

収
穫

機
等

）
○

野
菜

育
苗

施
設

の
整

備
○

堆
肥

等
の

投
⼊

に
よ

る
⼟

づ
く

り

○
浜

通
り

の
平

野
部

の
冬

期
間

で
も

霜
が

降
り

に
く

く
⽐

較
的

温
暖

な
条

件
を

い
か

し
、

国
産

需
要

の
⾼

い
加

⼯
・

業
務

⽤
野

菜
の

産
地

を
育

成
。

○
た

ま
ね

ぎ
の

機
械

化
⼀

貫
体

系
導

⼊
に

よ
る

⼤
規

模
経

営
の

ほ
か

、
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
等

の
産

地
を

育
成

し
つ

つ
、

⺠
間

事
業

者
と

の
連

携
の

下
、

こ
れ

ら
を

地
域

内
で

冷
凍

加
⼯

、
周

年
出

荷
す

る
体

制
を

構
築

。
○

加
⼯

・
業

務
⽤

野
菜

と
し

て
安

定
⽣

産
で

き
る

⼟
づ

く
り

等
⽣

産
基

盤
の

確
保

や
、

⽣
産

労
働

⼒
・

冷
凍

加
⼯

施
設

の
労

働
⼒

確
保

が
課

題
。

４
．

加
⼯

・
業

務
⽤

園
芸

産
地

の
育

成

野
菜

育
苗

は
、

か
ん

し
ょ

育
苗

施
設

の
空

き
期

間
で

実
施

堆
肥

の
利

⽤
に

よ
る

⼟
づ

く
り

は
、

再
⽣

す
る

畜
産

と
連

携

連
携

連
携

冷
凍

施
設

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

等
で

活
⽤

※
県

内
他

産
地

の
も

の
も

受
⼊

貯
蔵

施
設

加
⼯

施
設

・
た

ま
ね

ぎ
の

⽪
む

き

・
冷

凍
保

存
⽤

の
カ

ッ
ト

・
ス

ラ
イ

ス
等

加
⼯

・
業

務
⽤

野
菜

・
果

樹
の

⽣
産

⼀
次

加
⼯

・
冷

凍
加

⼯
・

貯
蔵

販
路

の
確

保

５

外
⾒

・
規

格
を

問
わ

な
い

冷
凍

加
⼯

⽤
に

栽
培

を
省

⼒
化

雇
⽤

機
会

の
創

出
に

も
貢

献

JA
の

広
域

的
な

集
出

荷
機

能
も

活
⽤



（
参

考
）

加
⼯

・
業

務
⽤

野
菜

の
需

要
状

況
に

つ
い

て
○

野
菜

需
要

の
う

ち
加

⼯
・

業
務

⽤
需

要
の

割
合

は
、

増
加

傾
向

で
推

移
し

、
全

体
の

６
割

程
度

。
○

家
計

消
費

⽤
の

国
産

割
合

は
ほ

ぼ
10

0%
で

あ
る

が
、

加
⼯

・
業

務
⽤

で
は

７
割

程
度

。
○

実
需

者
へ

の
意

向
調

査
で

は
、

国
産

⾷
品

・
原

材
料

を
利

⽤
し

た
い

と
の

回
答

が
５

割
以

上
。

○
加

⼯
・

業
務

⽤
野

菜
及

び
家

計
消

費
⽤

野
菜

の
国

内
仕

向
け

量
の

推
移

資
料

︓
農

林
⽔

産
政

策
研

究
所

（
注

）
主

要
品

⽬
と

し
て

指
定

野
菜

（
13

品
⽬

）
を

⽤
い

て
試

算
。

（
キ

ャ
ベ

ツ
、

ほ
う

れ
ん

そ
う

、
レ

タ
ス

、
ね

ぎ
、

た
ま

ね
ぎ

、
は

く
さ

い
、

き
ゅ

う
り

、
な

す
、

ト
マ

ト
、

ピ
ー

マ
ン

、
だ

い
こ

ん
、

に
ん

じ
ん

、
さ

と
い

も
（

ば
れ

い
し

ょ
除

く
）

）

○
加

⼯
・

業
務

⽤
野

菜
需

要
に

占
め

る
国

産
割

合

○
国

産
⾷

品
・

原
材

料
購

⼊
に

対
す

る
今

後
の

意
向

千
ト
ン

0

20
00

40
00

60
00

80
00

10
00
0

12
00
0

H2
H1

2
H1

7
H2

2
H2

7

加
⼯
・
業
務
⽤

家
計
消
費
⽤

49
%

51
%

54
%

55
%

56
%

44
%

45
%

46
%

43
%

57
%

資
料

︓
農

林
⽔

産
政

策
研

究
所

平
成

２
年

度
平

成
12

年
度

平
成

17
年

度
平

成
22

年
度

平
成

27
年

度

加
⼯

・
業

務
⽤

88
％

74
％

68
％

70
％

71
％

家
計

消
費

⽤
99

.5
％

98
％

98
％

98
％

98
％

資
料

︓
農

林
⽔

産
省

調
べ

54
.1

52
.6

52
.560

.9

41
.9

38
.8

39
.9

34
.9

0.
0

1.
7

1.
30.
0

4.
1

6.
9

6.
34.
3

0%
10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

外
食

産
業

等

流
通

業
者

食
品

卸
業

者

加
工

業
者

増
や

し
て
い
き
た
い

現
状

維
持

減
ら
し
て
い
き
た
い

わ
か

ら
な
い

６



遊
休

期
間

の
有

効
利

⽤
＜

２
⽉

〜
６

⽉
中

旬
＞

か
ん

し
ょ

育
苗

＜
６

⽉
下

旬
〜

１
⽉

＞
野

菜
苗

等
の

育
苗

（
要

検
討

）

⾼
設

育
苗

ハ
ウ

ス
の

導
⼊

○
国

内
で

原
料

が
不

⾜
し

て
い

る
加

⼯
⽤

か
ん

し
ょ

に
つ

い
て

、
①

浜
通

り
の

温
暖

な
気

候
、

②
⼤

規
模

な
か

ん
し

ょ
⽣

産
が

⾏
わ

れ
て

い
る

隣
県

に
⽴

地
す

る
か

ん
し

ょ
加

⼯
企

業
と

の
連

携
が

可
能

と
い

っ
た

条
件

を
活

か
し

つ
つ

、
⼤

規
模

な
産

地
を

育
成

。
○

春
先

の
低

い
地

温
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
な

⾼
設

育
苗

ハ
ウ

ス
の

有
効

利
⽤

や
連

作
障

害
防

⽌
の

た
め

の
他

作
物

と
の

輪
作

体
系

を
構

築
す

る
た

め
の

Ｊ
Ａ

等
と

の
連

携
、

地
⼒

回
復

の
た

め
の

畜
産

と
の

連
携

を
推

進
。

○
⽣

産
に

あ
た

っ
て

は
、

労
働

⼒
確

保
の

た
め

の
⾼

性
能

作
業

機
の

導
⼊

を
推

進
。

○
周

年
出

荷
に

向
け

た
貯

蔵
施

設
に

加
え

、
将

来
的

に
は

加
⼯

施
設

の
整

備
に

よ
り

地
域

内
で

創
出

さ
れ

る
付

加
価

値
を

向
上

。

○
農

地
の

集
約

農
家

の
同

意
取

り
付

け

○
⼤

区
画

ほ
場

の
整

備

○
堆

肥
等

の
投

⼊

⼤
区

画
ほ

場
の

整
備

○
帰

還
農

家
の

取
り

込
み

○
外

部
参

⼊
者

の
確

保
（

⼤
規

模
農

業
法

⼈
）

○
⾼

性
能

作
業

機
の

導
⼊

（
移

植
機

、
収

穫
機

等
）

○
連

作
障

害
防

⽌
の

た
め

の
他

作
物

と
の

輪
作

体
系

の
構

築加
⼯

⽤
か

ん
し

ょ
⽣

産

○
貯

蔵
施

設
の

整
備

（
整

備
中

）
に

よ
る

周
年

出
荷

○
加

⼯
施

設
整

備
（

将
来

的
）

販
路

の
確

保

育
苗

施
設

の
有

効
利

⽤
や

輪
作

体
系

構
築

に
係

る
Ｊ

Ａ
等

と
の

連
携

か
ん

し
ょ

収
穫

機
か

ん
し

ょ
貯

蔵
施

設

連
携

連
携

５
．

か
ん

し
ょ

産
地

の
育

成

７

堆
肥

の
利

⽤
に

よ
る

⼟
づ

く
り

は
、

再
⽣

す
る

畜
産

と
連

携



○
阿

武
隈

地
域

の
基

幹
産

業
で

あ
る

畜
産

の
再

開
加

速
に

向
け

て
、

IC
Tを

導
⼊

し
た

CB
S（

⾁
⽤

⽜
繁

殖
施

設
）

や
⼤

規
模

酪
農

牧
場

を
核

に
、

⽣
乳

⽣
産

量
の

回
復

を
図

り
つ

つ
、

肥
育

⽤
も

と
⽜

を
増

産
す

る
地

域
内

⼀
貫

⽣
産

体
制

を
構

築
す

る
。

○
飼

料
の

安
定

的
か

つ
効

率
的

な
⽣

産
・

供
給

体
制

の
構

築
に

向
け

、
地

域
内

の
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

の
育

成
や

耕
種

農
家

と
の

連
携

を
進

め
、

発
⽣

す
る

家
畜

排
せ

つ
物

に
つ

い
て

は
地

域
内

の
農

地
の

地
⼒

回
復

に
活

⽤
。

CB
S（

JA
等

）
（

繁
殖

雌
⽜

、
⼦

⽜
）

ほ
乳

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

IC
T活

⽤
に

よ
る

作
業

効
率

化

畜
舎

を
増

築
す

る
こ

と
な

く
、

預
託

中
の

空
き

ス
ペ

ー
ス

を
活

⽤
し

て
増

頭

農
家

で
分

娩
後

、
⼦

⽜
と

セ
ッ

ト
で

CB
Sへ

預
託

⺟
⽜

は
CB

Sで
種

付
け

妊
娠

確
認

後
、

農
家

へ
返

す

肥
育

⽤
も

と
⽜

⾁
⽤

⽜
繁

殖
経

営

⾁
⽤

⽜
肥

育
経

営

繁
殖

雌
⽜

に
種

付
け

⼦
⽜

を
育

成
肥

育
⽤

も
と

⽜

搾
乳

ロ
ボ

ッ
ト

な
ど

IC
T活

⽤
に

よ
る

作
業

効
率

化

⼤
規

模
酪

農
場

（
JA

等
）

（
搾

乳
⽜

）

各
地

の
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

組
織

、
耕

種
農

家
○

牧
草

、
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
、

飼
料

⽤
⽶

、
稲

W
CS

の
⽣

産
・

収
穫

を
請

け
負

う
。

→
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
検

査
、

カ
リ

施
肥

等
に

よ
る

放
射

性
物

質
の

吸
収

抑
制

対
策

飼
料

の
供

給
飼

料
の

供
給

搾
乳

雌
⽜

に
⿊

⽑
和

種
を

種
付

け
(E

Tを
含

む
)

地
域

内
⼀

貫
⽣

産
の

確
⽴

酪
農

経
営

乳
⽤

妊
娠

⽜
を

返
す

飼
料

⽣
産

の
効

率
化

繁
殖

基
盤

の
強

化
⽣

乳
⽣

産
量

の
確

保 ⼦
⽜

育
成

牧
場

乳
⽤

育
成

⽜
を

預
託

堆
肥

の
供

給
堆

肥
の

供
給

福
島

県
産

⽜
の

販
売

促
進

６
．

酪
農

と
結

び
つ

い
た

福
島

県
産

⽜
地

域
内

⼀
貫

⽣
産

体
制

の
構

築

８




切

り
枝

に
つ

い
て

は
、

従
来

の
産

地
（

川
俣

町
）

に
加

え
、

中
⼭

間
地

域
の

新
た

な
地

域
を

産
地

化
し

、
浜

通
り

地
域

の
平

野
部

へ
も

展
開


実

需
者

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
品

⽬
・

品
種

へ
の

切
り

替
え


⼭

取
り

か
ら

平
地

で
の

栽
培

へ
の

転
換


植

⽊
産

地
と

の
連

携
に

よ
る

⼤
苗

の
利

⽤
で

未
収

益
期

間
の

短
縮

化


夏
秋

期
の

主
要

品
⽬

（
ト

ル
コ

ギ
キ

ョ
ウ

、
⼩

菊
、

宿
根

か
す

み
そ

う
等

）
と

の
組

み
合

わ
せ


ト

ラ
ッ

ク
の

共
同

輸
送

の
た

め
の

ス
ト

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

の
整

備


荷
姿

に
対

応
し

た
出

荷
技

術
の

習
得


通

い
⽣

産
の

段
階

で
の

盗
難

防
⽌

策


品

⽬
・

品
種

の
早

期
決

定


福
島

県
の

集
荷

拠
点

か
ら

⼤
⽥

市
場

ま
で

の
共

同
輸

送
等

の
流

通
体

制
の

整
備


JA

等
に

よ
る

出
荷

時
期

に
あ

わ
せ

た
⽣

産
指

導
・

調
整

等

想
定

す
る

地
域

産
地

化
に

向
け

た
ポ

イ
ン

ト

実
需

者
と

産
地

の
連

携

○
栽

培
管

理
が

⽐
較

的
容

易
で

簡
易

な
資

材
で

⽣
産

が
可

能
、

中
⼭

間
地

で
の

産
地

化
も

期
待

で
き

る
、

か
つ

、
国

内
の

単
価

も
右

肩
あ

が
り

で
、

輸
出

額
も

平
成

25
年

以
降

順
調

に
の

び
る

な
ど

海
外

向
け

の
需

要
も

強
い

切
り

枝
の

産
地

を
育

成
。

○
地

勢
・

気
象

条
件

を
い

か
し

つ
つ

、
実

需
者

と
の

連
携

の
下

、
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

品
⽬

・
品

種
を

⽣
産

。
○

ス
ト

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

の
整

備
を

通
じ

て
、

広
域

的
な

共
同

輸
送

す
る

体
制

を
構

築
し

、
コ

ス
ト

低
減

と
品

質
維

持
を

図
る

。

産
地

産
地

産
地

産
地

産
地

産
地

10
ト

ン

集 荷 拠 点集 荷 拠 点

市 場 Ａ

市 場 Ｂ

10
ト

ン

⼀
台

の
ト

ラ
ッ

ク
に

よ
る

共
同

輸
送

ト
ラ

ッ
ク

の
共

同
輸

送
を

可
能

と
す

る
た

め
、

ス
ト

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

を
市

町
村

等
に

設
置

45505560657075808590
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切
り
枝
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国
内
産
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推
移

産
出

額
（
億
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単
価

（
円

/
本
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７
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中
⼭

間
地

等
に

適
⽤

可
能

な
切

り
枝

産
地

の
育

成

９



（
参

考
）

切
り

枝
⽣

産
の

経
営

事
例

○
切

り
枝

⽣
産

は
、

品
⽬

に
よ

る
差

が
⼤

き
い

が
、

⼀
般

的
な

切
り

花
と

⽐
べ

る
と

投
⼊

コ
ス

ト
・

労
働

時
間

が
少

な
く

、
所

得
率

が
⾼

い
な

ど
の

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
。

出
典

: 
各

県
の

経
営

指
標

等
よ

り
抜

粋

県
名

品
⽬

①
出

荷
量

（
本

/1
0a

）

②
単

価
（

円
/本

）
(③

/①
)

③
粗

収
量

（
千

円
/1

0a
）

④
経

営
費

（
千

円
/1

0a
）

⑤
所

得
（

千
円

/1
0a

）
(③

-④
)

⑥
所

得
率

（
％

）
（

⑤
/③

）
⑦

労
働

時
間

（
h/

10
a）

備
考

茨
城

県

セ
ン

リ
ョ

ウ
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,0
00

13
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1,
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0
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2
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8
41

83

ハ
ナ

モ
モ

2,
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0
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2
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マ
ツ
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,6

66
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1,
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群
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県
切

り
枝

ア
ジ

サ
イ

4,
40

0
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2
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0
経

営
例
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り
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ア
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サ

イ
40

a＋
ダ

イ
コ
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愛
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県
ハ

ナ
モ

モ
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00
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40

経
営

例
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ハ
ナ

モ
モ

30
0a

＋
そ

の
他

切
り

枝
24

0a
＋

そ
の

他
露

地
切

り
花

77
0a

愛
媛

県
枝

物
-

-
77

0
32

8
44

2
57

43
3

ユ
ー

カ
リ

8,
00

0
60

48
0

24
7
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7

51
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（
参

考
）

静
岡

県
バ

ラ
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,6
00

97
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8,
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5
3,

03
7
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1,

93
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ド
ウ

ダ
ン

ツ
ツ

ジ
(春

〜
秋

)
リ

ョ
ウ

ブ
(7

-9
⽉

)

コ
ニ

フ
ァ

ー
(1

1-
12

⽉
) 

ヒ
メ

ミ
ズ

キ
(1

2-
3⽉

)

コ
バ

ノ
ズ

イ
ナ

(4
-5

、
9-

11
⽉

) 
   

   
   

 
「

ヘ
ン

リ
ー

ズ
ガ

ー
ネ

ッ
ト

」
「

リ
ト

ル
ヘ

ン
リ

ー
」

⼩
輪

ア
ジ

サ
イ

(5
-7

⽉
)

ス
モ

ー
ク

ツ
リ

ー
(5

-7
⽉

)
（

60
cm

程
度

の
⻘

・
紫

）

ウ
イ

ン
タ

ー
ベ

リ
ー

(1
1-

12
⽉

)
ア

オ
モ

ジ
(1

1-
12

⽉
)

ナ
ン

キ
ン

ハ
ゼ

⽩
実

(1
0-

12
⽉

)
陽

光
桜

(3
-4

⽉
)

ギ
ン

コ
ウ

バ
イ

(周
年

) 
 

紅
葉

ヒ
ペ

リ
カ

ム
(1

0-
12

⽉
) 

（
参

考
）

実
需

者
か

ら
ニ

ー
ズ

の
あ

る
福

島
県

産
花

き
*（

）
内

は
収

穫
ピ

ー
ク

期

マ
ツ

(周
年

) 
１
１



８
．

広
域

的
な

⾼
付

加
価

値
産

地
構

想
の

具
体

化
に

向
け

た
課

題
（

耕
種

部
⾨

）
【

必
要

と
な

る
施

設
の

整
備

等
】


広

域
で

の
活

⽤
を

前
提

と
し

た
拠

点
と

な
る

施
設

等
の

整
備


12

市
町

村
外

か
ら

参
⼊

す
る

企
業

と
の

提
携

を
含

め
た

事
業

実
施

の
あ

り
⽅

等
【

必
要

と
な

る
産

地
を

⽀
え

る
取

組
】


参

画
す

る
農

業
者

や
就

農
者

の
確

保
、

初
期

投
資

（
機

械
・

資
材

）
の

⼿
当

、
農

地
の

調
整


現

地
に

お
け

る
栽

培
技

術
体

系
の

実
証

・
確

⽴
、

省
⼒

化
に

対
応

し
た

IC
T技

術
の

導
⼊

等


産
地

の
連

携
や

異
な

る
品

⽬
の

共
同

輸
送

な
ど

の
効

率
的

・
横

断
的

な
物

流
体

制
の

検
証

・
構

築


経
営

の
安

定
・

通
年

作
業

の
確

保
に

向
け

た
作

型
や

作
業

体
系

、
指

標
と

な
る

経
営

モ
デ

ル
の

検
証

・
構

築


営
農

再
開

準
備

に
か

か
る

取
組

（
地

⼒
の

回
復

、
ほ

場
の

⼤
区

画
化

、
⽔

⽥
の

均
平

化
、

･･
･）


安

全
な

農
産

物
を

⽣
産

す
る

た
め

の
放

射
性

物
質

対
策

等
【

推
進

体
制

の
整

備
等

】


構
想

の
具

体
化

や
課

題
解

決
に

向
け

た
関

係
機

関
の

役
割

分
担

体
制


複

数
の

市
町

村
を

ま
た

い
だ

実
⾏

計
画

の
策

定
と

具
体

化
に

向
け

た
調

整
【

検
討

事
項

】


施
設

等
の

⽴
地

場
所

の
選

定
に

向
け

た
地

域
調

整


参
画

す
る

農
業

者
や

就
農

者
の

確
保

と
ほ

場
の

⼿
当


農

業
分

野
以

外
で

⼿
当

て
さ

れ
る

⽀
援

措
置

の
活

⽤


加
⼯

施
設

等
の

⽴
ち

上
げ

時
の

施
設

の
操

業
率

確
保

に
向

け
た

地
域

外
と

の
連

携
に

よ
る

原
料

確
保


広

域
的

な
取

組
を

後
押

し
す

る
た

め
の

補
助

事
業

体
系

の
あ

り
⽅


全

国
へ

の
取

組
の

ア
ピ

ー
ル

等
１
２



【
繁

殖
基

盤
の

強
化

】


CB
Sの

運
営

強
化

を
図

る
た

め
、

施
設

の
利

⽤
率

の
向

上
に

加
え

、
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

の
育

成
・

強
化

や
耕

畜
連

携
に

よ
る

安
定

的
な

飼
料

確
保

、
家

畜
排

せ
つ

物
の

適
正

管
理

を
通

じ
た

良
質

堆
肥

の
⽣

産
、

適
切

な
堆

肥
還

元
の

た
め

の
ほ

場
確

保
等

に
よ

る
利

⽤
の

促
進

な
ど

が
課

題


課
題

解
決

の
た

め
に

県
と

関
係

市
町

村
を

交
え

た
広

域
的

な
役

割
分

担
・

協
⼒

体
制

が
必

要
【

⽣
乳

⽣
産

量
の

確
保

】


⼤
規

模
酪

農
構

想
の

具
体

化
に

向
け

施
設

整
備

に
加

え
、

搾
乳

⽜
の

確
保

、
コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

の
育

成
・

強
化

や
耕

畜
連

携
に

よ
る

飼
料

確
保

、
家

畜
排

せ
つ

物
の

適
正

管
理

を
通

じ
た

良
質

堆
肥

の
⽣

産
、

適
切

な
堆

肥
還

元
の

た
め

の
ほ

場
確

保
等

に
よ

る
堆

肥
利

⽤
の

促
進

な
ど

が
課

題


課
題

解
決

の
た

め
に

県
と

関
係

市
町

村
を

交
え

た
広

域
的

な
役

割
分

担
・

協
⼒

体
制

が
必

要
•

乳
⽤

後
継

⽜
の

⽣
産

に
よ

る
⽣

乳
⽣

産
基

盤
を

確
保

し
つ

つ
、

農
場

収
⼊

の
確

保
の

観
点

か
ら

ET
技

術
等

に
よ

る
肥

育
⽤

素
⽜

を
計

画
的

に
⽣

産
す

る
仕

組
み

も
検

討
で

き
な

い
か

【
飼

料
⽣

産
の

効
率

化
】


引

き
続

き
、

適
切

な
除

染
を

実
施

し
、

暫
定

許
容

値
以

下
の

飼
料

の
み

が
⽣

産
・

利
⽤

さ
れ

る
体

制
の

確
保


⾃

⽴
的

か
つ

持
続

的
な

活
動

が
で

き
る

コ
ン

ト
ラ

ク
タ

ー
の

育
成

・
強

化
例

︓
初

期
投

資
の

軽
減

、
飼

料
⽣

産
に

加
え

通
年

業
務

の
確

保
（

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
技

能
向

上
）

等
の

⽀
援


⽣

産
さ

れ
た

飼
料

や
堆

肥
が

相
互

に
有

効
利

⽤
さ

れ
る

よ
う

⽣
産

者
と

実
需

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

【
そ

の
他

】


広
域

的
な

取
組

を
後

押
し

す
る

た
め

の
補

助
事

業
体

系
の

あ
り

⽅

１
３

９
．

広
域

的
な

⾼
付

加
価

値
産

地
構

想
の

具
体

化
に

向
け

た
課

題
（

畜
産

部
⾨

）



10
．

実
現

に
向

け
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

６
⽉

令
和

２
年

度
令

和
３

年
度

以
降

⾼
付

加
価

値
産

地
計

画
の

策
定


関

係
者

（
実

需
者

・
JA

・
市

町
村

）
の

調
整


加

⼯
・

集
荷

等
拠

点
施

設
の

整
備

に
係

る
計

画
の

検
討


効

率
的

・
横

断
的

な
物

流
体

制
・

計
画

の
検

討


整
備

⽤
地

、
ほ

場
の

確
保


担

い
⼿

・
参

⼊
者

の
確

保


コ
ン

ト
ラ

ク
タ

ー
の

育
成

計
画

の
策

定


必
要

な
技

術
導

⼊
・

研
修

・
指

導
体

制
の

準
備


施

設
の

⽴
ち

上
げ

時
に

不
⾜

す
る

原
料

の
県

内
他

地
域

か
ら

の
⼿

当
に

係
る

調
整


必

要
な

ソ
フ

ト
・

ハ
ー

ド
の

検
討


･･

･


加

⼯
・

集
荷

等
拠

点
施

設
の

整
備

・
竣

⼯


効
率

的
・

横
断

的
な

物
流

体
制

の
実

証


担
い

⼿
・

参
⼊

農
業

者
に

よ
る

営
農

の
再

開
の

拡
⼤


コ

ン
ト

ラ
ク

タ
ー

の
育

成


担
い

⼿
や

参
⼊

農
業

者
に

対
す

る
新

技
術

等
に

係
る

研
修

の
実

施


県
内

他
地

域
か

ら
の

施
設

の
⽴

ち
上

げ
時

に
不

⾜
す

る
原

料
の

確
保


･･

･

構
想

の
具

体
化

に
向

け
た

準
備

構
想

の
具

体
化

構
想

の
取

り
ま

と
め

１
４
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